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活動テーマ・活動目的

テーマ；プラスチック問題によって引き起こされる環境
破壊に歯止めをかけ、若者から解決へ行動を起こす

目標；プラスチック問題を主とする環境問題によって引
き起こされる環境破壊や生物多様性の破壊を食い止め、
人類を含めた地球環境が持続可能である社会を実現する
ことを目標とする
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活動内容
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活動成果（得たこと）

・学校・年齢に問わないメンバーとの団結

・非対面型レクチャーイベントの経験

・コミュニティ内のオンラインコミュニケーションの工夫
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活動成果（失敗からの学び）

・コミュニケーションを取ろうとする姿勢の大切さ

・組織の４Ｐを意識すること

（理念・目的/仕事・事業/人材・風土/特権・待遇）

・団体の成長を長期的に見込む難しさと重要さ
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今後の活動内容・ビジョン

○３月末にエコグッズ作成ワークショップを予定

→若者を中心にエコグッズの普及を目的とする

○イベントを重ねて、周囲から信頼を得られる団体に

→企業・行政との連携を目指す
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RISP(立命館・インクルーシブ・
ソサエティ・プロジェクト)
報告
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テーマ

『新しい障害者スポーツの在り方を創る
～当事者と学生の双方の学びを通じて～』
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私たちが大切にしていること

▪ 双方の学び

ヒアリング調査を通して、学生と当事者団体が共に学びあい

課題発見解決に向かう。

▪ 当事者性

健常者の想いだけではなく、当事者の意向をくみ取り、反映する。

⇒一方的にならないこと。
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障害者にとってのスポーツと「支える」人の役割

▪ 障害者にとってのスポーツとは

健康維持だけでなく、生きがいやQOLの向上のため

▪ 「支える人」の役割について

障害者スポーツは「支える人」の役割が大きい。
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コロナ禍の障害者スポーツの実態

▪ 「支える人」すなわちボランティアの不足

⇒障害者スポーツの機会の縮小

▪ 背景

①ボランティアの受け入れ体制が整っていない

②ボランティア参加側の体制が整っていない

RISP　P.5



ガイドラインの作成

▪ なぜガイドラインか

①基盤を整つくる

②外部に向けての発信できるもの

③形あるもの

▪ 実際の行い

①他団体や国地域の声明を
基に作成

②京都市内の障害者スポーツ
団体のHPに掲載
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動画配信

▪ 当事者団体の声「直接会わずに現状を共有できるようにした
い」「PC、スマホについては滅法弱い」

⇒学生だからできること

⇒動画配信による、活動共有

聴覚障害者を考慮して、字幕を挿入

300人以上のメンバーに視聴される。
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オンライン講義

▪ 卒業生、日野未奈子さんを招致

▪ 障害者スポーツの普及活動、学生生活、コロナ禍での障害者スポーツの
活動について学ぶ。

▪ 動画配信による教材活用
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今後の見通し

[Vision]

インクルーシブ社 会の実現に向けて、活動して いきます。 コロナ禍でできる
ことを模索 した今年一年の収穫を基に、 社会状況にとらわれずに障害 者
にスポーツの機会を創出し 続けることを目指します。
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立命館大学学びのコミュニティ集団形成助成金 | 活動成果報告書

Ente rv ibe立命館大学

2020年度｜活動成果報告書
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活動テーマ
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学生が運営する映像クリエイターのための学校
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C r e a t i v e  C o l l e g e

Entervibe P.4



活動目的
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知識や技術を発見する
D i s c o v e r  k n o w l e d g e  a n d  t e c h n o l o g y

『 C r e a t i v e  C o l l e g e』
ク リ エ イ テ ィ ブ カ レ ッ ジ

作るを学ぶ

学部の中で、実際に映像制作を自分たち

が学んでいる。

作ることを感覚的ではなく、論理的に学

ぶ大切さを感じ、クリエイティブを学ぶ

ことのできる本講座を制作した。
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活動の成果
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累計で再生回数 1000回 を超える
数値的成果

映像学部生をターゲットにしていたので、多くの視聴回数を

獲得することができた。

人的成果

コロナ禍で、何が “できる”かを考える力

コロナ禍によって、本来予定していたプロジェクトが進めることが

難しい状況になった。しかし、「できない」ではなく「できる」を

考える力を身につけることができたことは大きな成果である。

Entervibe P.6



今後の展望
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ONLINE OFFLINE

オンラインで自分たちができる最高の面白いを生み出すこと。

人と人とのコミュニケーションではなく、

人とモノやコトのコミュニケーションを作る。
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